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行政常任委員会 

令 和 ４ 年 ３ 月 １ ７ 日 （ 木 ）

午 前 ９ 時 ５ ５ 分 開  会

○南委員長  おはようございます。 

 定刻よりか５分余り早いですが、皆さんお集まりですので、ただいまより行政常

任会を開催いたします。 

 今日は尾鷲総合病院と水道部の審査で終了をいたしたいと思いますので、よろし

くお願いをいたします。 

 それでは、尾鷲総合病院の議案第２０号の令和３年度病院会計の補正予算のほう

から説明をお願いいたします。 

○佐野総合病院事務長  おはようございます。尾鷲総合病院でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、議案第２０号、令和３年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の

議決について、補正予算書及び予算説明書の内容について御説明申し上げます。 

 それでは、通知をいたします。 

 まず、１ページのほうを御覧ください。 

 第１条、令和３年度尾鷲市病院事業会計の補正予算（第３号）は次に定めるとこ

ろによる。 

 第２条、令和３年度尾鷲市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に

定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 まず、収入の部ですが、第１款病院事業収益、既決予定額４４億６,２６５万円

に補正予定額５億３,４４８万８,０００円を増額し、合計４９億９,７１３万８,０

００円とするものです。 

 内訳としましては、第２項医業外収益、既決予定額１３億３,４８３万２,０００

円に補正予定額５億３,４４８万８,０００円を増額し、合計１８億６,９３２万円

とするものでございます。 

 次に、支出の部でございますが、支出の部として、第１款病院事業費用、既決予

定額４１億３,２６２万２,０００円から補正予定額３,６７４万円を減額し、合計

４０億９,５８８万２,０００円とするものです。 

 内訳としましては、第１項医業費用、既決予定額３９億５,５０４万４,０００円
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から補正予定額３,７０２万８,０００円を減額し、合計３９億１,８０１万６,００

０円とするものと、第２項医業外費用、既決予定額１億７,７０７万８,０００円に

補正予定額２８万８,０００円を増額し、合計１億７,７３６万６,０００円とする

ものであります。 

 第３条、予算第４条本文括弧書中、（資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る額１億５,１９５万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２１

０万円、当年度分損益勘定留保資金１億４,９８５万円で補てんするものとする。）

を（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億５,２０２万円は当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額２１０万９,０００円、当年度分損益勘定

留保資金１億４,９１１万１,０００円で補てんするものとする。）に改め、資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 まず、収入の部として、第１款資本的収入、既決予定額９億４,５４１万２,００

０円に、補正予定額３２０万円を増額し、合計９億４,８６１万２,０００円とする

ものであります。 

 第１項企業債、既決予定額７億３,０２０万円から補正予定額１０万円を減額し、

合計７億３,０１０万円とするものであります。 

 続いて、第２項負担金、既決予定額２億１,３２０万８,０００円に補正予定額３

３０万円を増額し、合計２億１,６５０万８,０００円とするものです。 

 支出の部として、第１款資本的支出、既決予定額１０億９,７３６万２,０００円

に補正予定額３２７万円を増額し、合計１１億６３万２,０００円とするもの、第

１項建設改良費、既決予定額７億３,８０４万４,０００円に補正予定額３２７万円

を増額し、合計７億４,１３１万４,０００円とするものでございます。 

 ２ページのほうを御覧ください。 

 第４条、予算第６条企業債を次のように改める。医療機器整備事業の補正前の限

度額７億３,０２０万円を補正額の限度額７億３,０１０万円とするものであります。 

 第５条、予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。（１）職員給与費

の既決予定額２３億２,００２万４,０００円から補正予定額３,７００万８,０００

円を減額し、合計２２億８,３０１万６,０００円とするものであります。 

 続いて、３ページのほうを御覧ください。 

 令和３年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の説明書であります。款項に

つきましては先ほど御説明をしましたので省略をします。 

 まず、（１）収益的収入及び支出のうち収入の部ですが、２項医業外収益、２目
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補助金、２節国県補助金５億３,４４８万８,０００円の増額は、新型コロナウイル

ス感染症対策事業補助金によるものであります。 

 続いて、支出の部です。 

 １項医業費用、１目給与費３,６９２万８,０００円の減額は、支払い実績等に基

づきまして精査した結果、報酬、給料、手当、法定福利費が減額となることによる

ものでございます。 

 ３目経費、３節旅費交通費１０万円の減額は、費用弁償の減によるものでござい

ます。 

 ２項の医業外費用２８万８,０００円の増額は、４目雑支出、１節雑支出の控除

対象外消費税の増によるものでございます。 

 次に、２、資本的収入及び支出のうち、収入の部、１項企業債、１目企業債１０

万円の減額は、医療機器整備事業における事業額の確定によるものでございます。 

 ２項負担金、１目他会計負担金、１節一般会計負担金３３０万円の増額は、地方

創生臨時交付金の一般会計負担金の増によるものでございます。 

 次に、支出の部ですが、１項建設改良費、１目資産購入費、１節器械備品購入費

３２７万円の増額は、環境衛生備品購入費の増によるものでございます。 

 ４ページ、５ページのほうを御覧ください。 

 こちら、令和３年度の尾鷲市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書でござ

います。令和３年度１年間の現金の増減を表すものであります。５ページのほうの

下段、こちらを見ていただきますと、今年度末の資金期末残高７億６,０１８万８,

０００円となる見込みでございます。 

 ６ページ、７ページのほうを御覧ください。 

 こちらが給与費明細書でございます。給与費及び法定福利費の合計は２３億２,

００２万４,０００円から３,７００万８,０００円を減額し、２２億８,３０１万６,

０００円とするものでございます。 

 続いて、８ページ、９ページのほうを御覧ください。 

 令和３年度の尾鷲市病院事業会計予定損益計算書です。補正後の予定では、９ペ

ージのほうの下から３段目にあります当年度純利益、こちらが８億９,８２０万７,

０００円の黒字となる見込みでございます。 

 続いて、１０ページのほうを御覧ください。 

 尾鷲市病院事業会計予定貸借対照表及び、この後ですね、注記のほうを併せて記

載をしておりますので御覧をいただきたいと思います。 
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 かなり走りましたが、以上で令和３年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）

及び予算の説明書の説明でございます。よろしく御審議いただきますようお願いい

たします。 

○南委員長  病院補正の説明は以上でございます。 

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  はい。それでは、補正の第３号の審査は終わります。 

 引き続きまして、議案第１５号、令和４年度の尾鷲総合病院の当初予算の説明を

お願いいたします。 

○佐野総合病院事務長  それでは、続きまして、議案第１５号、令和４年度尾鷲

市病院事業会計予算の議決について、予算書及び予算説明書の内容について説明さ

せていただきます。 

 では、通知いたしますが、よろしいでしょうか。 

 じゃ、１ページのほうを御覧ください。 

 総則、第１条、令和４年度尾鷲市病院事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。１、病床数、一般

病床１９９床、療養病床５６床。２、患者数、入院１日平均１４９人、年間延べ５

万４,３６０人、外来、１日平均３６２人、年間延べ８万８,０２６人。 

 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定

める。収入の部として、第１款病院事業収益４０億２,００３万５,０００円、第１

項医業収益３４億８,８９８万３,０００円、第２項医業外収益５億３,０９５万２,

０００円、第３項特別利益１０万円。支出の部としては、第１款病院事業費用４２

億９,３５８万８,０００円、第１項医業費用、４１億５,９９７万５,０００円、第

２項医業外費用１億３,３１１万３,０００円、第３項特別損失５０万円。 

 続いて、資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億６,５７３万４,

０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７１万４,０００円、

過年度分損益勘定留保資金１億６,５０２万円で補 するものとする。）。 

 収入の部として、第１款資本的収入５億１,０６１万２,０００円、第１項企業債

２億７,８９０万円、第２項負担金２億３,１７１万円、第３項投資返還金１,００

０円、第４項寄附金１,０００円。 
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 支出の部ですが、第１項資本的支出６億７,６３４万６,０００円、第１項建設改

良費２億８,５０５万円、第２項企業債償還金３億８,３４９万６,０００円、第３

項投資７８０万円ということです。 

 ２ページのほうを続いて御覧をいただきたいと思います。 

 債務負担行為。第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額

は、次のとおりと定める。事項、学資貸与金、期間、令和５年度から令和８年度、

限度額が１,７４０万円です。もう一つ、事項、薬剤師奨学金返還支援助成貸与金、

期間が令和５年度から貸付対象奨学金の返還が満了する日または貸付総額が５４０

万円に達するいずれか早い日まで。限度額が１,０８０万円ということでございま

す。 

 続いて、企業債。第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方

法は、次のとおりと定める。起債の目的が医療機器整備事業として、限度額を２億

７,８９０万円とするものです。起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりで

ございます。 

 一時借入金。第７条、一時借入金の限度額は６億円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用。第８条、予算支出の各項の経費の金額を利

用することができる場合は、次のとおりと定める。（１）令和４年度尾鷲市病院事

業会計予算中不足を生じる場合、款内各項の全額。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費。第９条、次に掲げる経費

については、これらの経費の金額を、これらの経費のうち他の経費の金額に、若し

くはこれら以外の経費の金額に流用し、又はこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。（１）職員給与費２３億

７,３４６万９,０００円、（２）交際費６０万円。 

 他会計からの補助金。第１０条、病院群輪番制病院運営事業のため一般会計から

この会計へ補助を受ける金額は１,７６６万円である。 

 続いて、３ページのほうを御覧ください。 

 棚卸資産購入限度額。第１１条、棚卸資産の購入限度額は、７億６,２３１万２,

０００円と定める。 

 続いて、重要な資産の取得。第１２条、重要な資産の取得は、次のとおりとする。

１、取得する資産・種類は器械備品、名称はＭＲＩ装置、数量は一式とするもので

ございます。 

 それでは、４ページのほうを御覧いただきたいと思います。 
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 こちらが令和４年度尾鷲市病院事業会計予算実施計画であります。款項につきま

しては先ほど説明しましたので、省略をさせていただきます。 

 まず、（１）収益的収入及び支出でございます。 

 収入の部。１款病院事業収益、１項医業収益は、１目入院収益、１節入院収益２

０億３,７９４万６,０００円。 

 ２目外来収益は、１節外来収益１３億５,２６７万４,０００円であります。 

 入院収益、外来収益につきましては、この後、後ほど資料で御説明をさせていた

だきます。 

 続いて、３目健診収益３,１６４万１,０００円の内訳は、１節一般健診収益２,

２１４万４,０００円のほか、２節脳ドック収益から５節乳児健診収益まで、掲げ

てあります御覧の各健診収益でございます。 

 ４目その他医業収益６,６７２万２,０００円の内訳は、１節室料差額収益が４,

０７５万８,０００円、２節公衆衛生活動収益が８４１万４,０００円、３節その他

医業収益１,７５５万円であります。 

 ２項の医業外収益ですが、まず、１目負担金、１節一般会計負担金２億３,７６

６万１,０００円。一般会計からの繰入金のうち、収益的収支に係る分で、資本的

収支に係る繰入金と合わせますと４億６,９３７万１,０００円となります。これを

前年度と比較いたしますと、今年度１,９５０万２,０００円の増額となっておりま

す。これにつきましては、不採算地区中核病院に対する特別交付税の増額が主なも

のでございます。 

 続いて、２目補助金４,３０２万円の内訳ですが、１節一般会計補助金１,７６６

万円は、尾鷲市分の病院群輪番制病院運営事業補助金であります。２節の国県補助

金９７０万円は、産科医等確保支援事業補助金等であります。３節その他補助金１,

５６６万円は、紀北町分の病院群輪番制病院運営事業補助金であります。 

 ３目寄附金は１,０００円の計上でございます。１節寄附金でございます。 

 ４目患者外給食収益、１節患者外給食収益１１２万２,０００円。 

 ５目長期前受金戻入２億３,０３１万６,０００円の内訳は、１節国県補助金長期

前受金戻入１,３５８万８,０００円、２節その他長期前受金戻入２億１,６７２万

８,０００円。これらは資産の減価償却に併せまして補助金等を戻入するものでご

ざいます。 

 ６目のその他営業外収益、１節その他営業外収益１,８８３万２,０００円はテレ

ビカードほかの収益であります。 
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 ３項の特別利益は、１目過年度損益修正益、１節過年度損益修正益１０万円であ

ります。 

 続いて、５ページのほうを御覧ください。 

 支出の部であります。 

 １款病院事業費、１項医業費用、１目給与費２３億８,６８４万９,０００円の内

訳は１節報酬３億３,５０４万８,０００円で、応援医師及びパートタイムの会計年

度任用職員の報酬であります。 

 ２節給料８億４,７４３万２,０００円は、職員２１６名分とフルタイムの会計年

度任用職員２１名の給料であります。 

 ３節手当６億１,８４２万円は、期末・勤勉手当、特殊勤務手当等でございます。 

 ４節法定福利費２億８,３６８万１,０００円、５節が退職給付費１億６,５４７

万３,０００円で退職給付引当金繰入額であります。 

 ６節の賞与引当金繰入額１億１,５６１万９,０００円及び７節の法定福利費引当

金繰入額２,１１７万６,０００円は、翌年度に支出する賞与及び法定福利費のうち

当年度分を計上するものでございます。 

 ２目の材料費６億９,４５８万４,０００円の内訳は、１節薬品費３億９,０９３

万７,０００円から４節の医療消耗備品費１５０万円まで上げております。御覧の

とおり各材料費でございます。 

 ３目経費７億６,０５１万９,０００円の内訳は、本ページでは１節厚生福利費８

４万３,０００円から１２節の保険料５６６万４,０００円、続いて、次ページのほ

うを御覧いただきたいんですが、６ページ、２６節の雑費２５万円まで、御覧のと

おりの各経費を上げております。なお、１１節の修繕費、１３節の賃借料及び１５

節の委託料は、それぞれの内訳につきましては後ほど資料のほうで御説明をさせて

いただきます。 

 では、そのまま６ページのほうを御覧ください。 

 ４目減価償却費。 

○南委員長  部長、資料とあれで予算してから資料を説明よりか、併せて資料の

説明してもらうほうがよく理解できると思うんやけど。併せて。 

 初めのところから。すみません、早う言わなあかなんだやけど。 

○高浜総合病院総務課長  それでは、資料を使って説明させていただきます。 

 お待ちください。よろしいですか。 

 それでは、１ページのほうを御覧ください。 
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 事務長のほうから説明がありました医業収益の入院と外来の収益でございます。

この表は診療科別にしたものでございます。 

 それでは、上段の入院収益の主なものから御説明いたします。 

 まず、内科が１日平均６０.９人から８１.６人に増加しております。その主な要

因としましては、常勤の内科医師が５名から６名に増員することに伴って患者数も

増加といたしました。また、産婦人科におきましても０.９人から３.５人への増加

をさせております。その増加の要因は、１名から２名体制になって、普通分娩のみ

ならず、ある程度の帝王切開等の分娩が可能となるのではないかということで増加

といたしました。なお、外科と整形外科は、３年度の実績を考慮して、患者の減数

と収益の減をしております。 

 続きまして、下段の外来収益のほうの主なものを説明させています。 

 外来につきましては、令和３年度のコロナの影響後、比較的早期に患者が戻って

きたために、令和４年度においても同様の患者数を収益として計上しております。

なお、放射線科の０.１人から７.８人に増加させた要因は、放射線治療による患者

の増加を見込んだものでございます。 

 ２ページをお願いします。 

 こちらは先ほど事務長の予算説明がありました修繕の内訳でございます。まず、

医療機器の修繕は、実績に伴って１,２００万円から１,０００万円に減額しており

ます。次に、施設設備の修繕ですが、吸収式冷温水発生機のチューブとポンプの交

換に１,３５５万２,０００円をはじめ、手術室の空調に３７７万６,０００など、

３,０１２万４,０００円を合計で計上しております。 

 続きまして、３ページをお願いします。こちらは賃借の内訳となります。 

 駐車場その他は前年度同額で、寝具・布団等は２６万８,０００の減額、医師用

の借上げ住宅は前年と同額であります。 

 在宅酸素の賃借料は、対象の患者数の増加によって１５８万円の増加、医療機器

の賃借は、その他の医療機器の賃借の増加により８４４万１,０００円の増額とな

っております。 

 その他の医療機器の賃借の増加分なんですが、ＭＲＩの更新に伴って約２か月ほ

どの稼働停止となると市政報告でも説明いたしましたが、尾鷲総合病院運営懇話会

でも話題となって、２か月間は長いのではないかという意見もございましたので、

トレーラーによる移動式のＭＲＩの賃借をこの予算で考えております。これにより

まして、２か月の停止期間が約１０日から２週間ぐらいで済むのではないかと予定
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しております。 

 次に、その他の賃借が１６万４,０００円の減となっております。 

 ４ページをお願いします。 

 こちらは委託料の内訳でございます。 

 医療事務の委託が３１７万２,０００円の増額で、要因は委託日が１日増加する

ことと、三重県の最低労働賃金の上昇を受けて全体的に人件費が上昇したというこ

とでございます。 

 院内の業務委託につきましては２,２０４万１,０００の増加となっておりますが、

一般・産廃処理業務と院内清掃と警備業務は債務負担行為の金額をそのまま計上し

ております。 

 医療機器の保守委託は約７００万円の減額で、主な要因は、下から四つ目にあり

ますように、ＭＲＩが更新の初年度で保守費用が発生しないことから、９９０万円

の不用が主な要因となっております。 

 続きまして、５ページをお願いします。 

 続きまして、建物の保守は約１００万の減額、コンピューター保守は約１２９万

の減額で、電子カルテの更新により業者が変更となりましたので、保守費用が安く

なったためであります。 

 その他の委託は７０万７,０００円の増額となっております。 

 一応、資料のほうは以上でございます。 

○南委員長  予算のほうをお願いします。 

○佐野総合病院事務長  それでは、予算書の６ページのほうに戻っていただきま

して、４目の減価償却費でありますが２億９,６６９万３,０００円で、その内訳は、

１節建物減価償却費１億７９１万９,０００から５節その他有形固定資産減価償却

費１９万８,０００円まで、御覧の各資産に係る減価償却費でございます。 

 ５目資産減耗費１,２４９万３,０００円の内訳は、１節たな卸資産減耗費２万円、

２節固定資産除却費１,２４７万３,０００円であります。 

 ６目研究研修費８８３万７,０００円の内訳は、１節図書費２３９万９,０００円、

２節旅費交通費３２９万１,０００円、３節研究雑費３１４万７,０００円でありま

す。 

 ２項医業外費用のうち、１目支払利息及び企業債取扱諸費３,４００万６,０００

円の内訳は、１節企業債利息３,３４０万６,０００円、２節一時借入金利息６０万

円であります。 
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 ２目患者外寝具賃借料、１節患者外寝具賃借料４８万６,０００円であります。 

 続いて、７ページのほうを御覧ください。 

 ３目雑支出、１節雑支出９,２５１万４,０００円、これは貯蔵品建設改良費に係

る控除対象外消費税であります。 

 ４目消費税及び地方消費税、１節消費税及び地方消費税６１０万７,０００円で

あります。 

 ３項特別損失は、１目過年度損益修正損、１節過年度損益修正損５０万円であり

ます。 

 以上が、収益的収入及び支出の予定額であります。 

 続きまして、（２）資本的収入及び支出であります。 

 収入の部。１款資本的収入、１項企業債は、１目企業債、１節企業債２億７,８

９０万円。これは医療機器整備事業債であります。 

 ２項負担金、１目他会計負担金、１節一般会計負担金２億３,１７１万円は、一

般会計からの繰入金のうち資本的収支に係る分で、内容は企業債元金償還金分の負

担金であります。 

 ３項投資返還金は、１目投資返還金、１節学資貸与金返還金１,０００円。 

 ４項寄附金は、１目寄附金、１節寄附金の１,０００円でございます。 

 ８ページのほうを御覧ください。 

 支出の部であります。 

 １款資本的支出、１項建設改良費のうち、１目資産購入費は１節器械備品購入費

２億８,００５万円で、内訳は資料のほうで説明をさせていただきます。 

○高浜総合病院総務課長  それでは、器械備品購入費の内訳を、資料に基づいて

説明させていただきます。 

 資料を御覧ください。 

 こちらは今年度購入予定の医療機器の表でございます。主なものは、一番上のＭ

ＲＩが９,８９４万５,０００円、６番目の生体情報モニタシステム８,０３０万円、

下から四つ目にお産用の分娩台の更新として分娩台の購入、さらにそこから５個上

になるんですけど、出産した乳児に異常があったときのために搬送用の保育器とし

て３２７万８,０００円などの購入をしております。 

 以上でございます。 

○佐野総合病院事務長  それでは、予算書のほうに戻っていただきまして、予算

書８ページのほうを御覧ください。 
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 続いて、２目の工事費、１節工事請負費５００万円、これはエアコン設置等の工

事費でございます。 

 ２項企業債償還金は、１目企業債償還金、１節企業債償還金３億８,３４９万６,

０００円であります。 

 ３項投資は１目投資７８０万円で、内訳は、１節学資貸与金６６０万円、２節貸

付金１２０万円でございます。 

 以上、資本的収入及び支出の予定額でございます。 

 引き続き、９ページのほうを御覧ください。 

 こちらが令和４年度尾鷲市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書でありま

す。令和４年度１年間の現金の増減を表すものであります。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは合計で２億７,２７６万１,０００円、

２、投資活動によるキャッシュ・フローは合計でマイナス３,５２９万５,０００円。

続いて１０ページのほう御覧ください。３、財務活動によるキャッシュ・フローは

合計マイナス１億４５９万５,０００円ということで、以上によりまして、１年間

の資金増加額は１億３,２８７万１,０００円となり、資金期首残高が７億６,０１

８万８,０００円であるため、資金期末残高、こちらが８億９,３０５万９,０００

円ということでございます。 

 じゃ、１１ページのほうを御覧ください。 

 こちらは給与費明細書でございます。給与費等の合計は、前年度２３億１,７３

２万３,０００円、本年度が２３億７,３４６万９,０００円、前年度との比較５,６

１４万６,０００円の増額ということでございます。詳細につきましては、この後

の１１ページの下段の表から１５ページまでに記載をしておりますので、御覧をい

ただきたいと思います。 

 続きまして、１６ページ、１７ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 こちらは債務負担行為に関する調書であります。学資貸与金ほか、全部で他３１

件の債務負担行為について記載をしてございます。 

 １８ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 令和４年度尾鷲市病院事業会計予定損益計算書であります。 

 １、医業収益は３４億８,０５７万９,０００円、 ２、医業費用は４０億９,２

６８万５,０００円、医業損失は６億１,２１０万６,０００円でございます。３の

医業外収益、こちらが５億２,９７０万３,０００円、４、医業外費用は１億９,２

５２万３,０００円、経常損失のほうが２億７,４９２万６,０００円であります。 
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 １９ページのほうを御覧ください。 

 ５、特別利益１０万円、６、特別損失が５０万円。当年度の純損失が２億７,５

３２万６,０００円でございます。 

 前年度繰越欠損金は１４億５,０６４万２,０００円でありますので、当年度未処

理欠損金が１７億２,５９６万８,０００円ということでございます。 

 それでは、２０ページのほうを御覧ください。 

 令和４年度尾鷲市病院事業会計予定貸借対照表であります。 

 資産の部につきましては、１、固定資産合計が３２億４,６１８万４,０００円、

２、流動資産合計が１４億８,４３５万４,０００円。 

 以上によりまして、資産合計は４７億３,０５３万８,０００円でございます。 

 ２１ページのほうを御覧ください。こちらは負債の部になります。 

 ３、固定負債合計２３億４,３３２万３,０００円、うち企業債が１６億５,３１

５万円、退職給付引当金が６億９,０１７万３,０００円であります。 

 ４、流動負債の合計が８億５,７４６万８,０００円、うち企業債が５億２,４５

６万８,０００円、引当金が１億３,６７９万５,０００円であります。 

 ５、繰延収益合計が２億５１１万円。 

 以上によりまして、負債合計は３４億５９０万１,０００円であります。 

 ２２ページのほうを御覧ください。資本の部であります。 

 ６、資本金が２億８５万６,０００円、７、剰余金合計が１１億２,３７８万１,

０００円で、うち資本剰余金が２８億４,９７４万９,０００円、欠損金が１７億２,

５９６万８,０００円で、以上によりまして、資本の合計が１３億２,４６３万７,

０００円となり、負債資本合計が４７億３,０５３万８,０００円でございます。 

 この後、２３ページ、２４ページにつきましては、財務諸表の作成に当たり採用

した会計処理の基準、手続を注記として記載しております。 

 ２５ページから３１ページにつきましては前年度の財務諸表等でございます。こ

ちらも御覧をいただければと思います。 

 ３２ページのほうを御覧ください。 

 最後になります。企業債明細書でございます。 

 令和４年度末の未償還残高の合計が２１億７,７７１万７,４１９円となり、前年

度当初予算と比較すると９,４２９万５,１１１円の減であります。 

 予算書の説明は以上でございます。よろしく御審議賜りますようお願いいたしま

す。 
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○南委員長  病院会計の当初予算の説明は以上でございます。 

 御質疑のある方。 

○濵中委員  予算書の１ページです。 

 予算書全体に関わることかとは思うんですけれども、ここの資本的収入及び支出

のところの第４条の分、これ、昨年度の当初までは、この不足する額の補 財源と

しては一時借入金となっておったものが、今年度はこのように表記されております

ね。それで、今年のこの当初のキャッシュ・フローを見ても割と景気がいいのかな

というような気はするんですけれども、ただ、これはコロナにおける特殊事情があ

ってのことですので、決して病院の経営状況が上向いているものではないというこ

とは感じるんですね。今年の当初にはコロナの特別な収入は見込まれてはいないん

でしょうけれども、この先本当にコロナの先行きも全く不透明な中で、ここに一時

借入金を補 財源とするということが書かれなくなったということは、まずは一息

つけるのかなとは思うんですけれども、これ、年間通して、一時借入金の心配をし

ないでよいと理解してよいのかどうか。このまま、職員の数も減っておりますから、

さっきの給与の表を見ると、職員の数が減るということは、それだけ収益の部分の

事業数も減ってしまう心配もしなくてはいけなくて、病院そのものは決して安心で

きるわけではないことを理解するんですけど、その辺りの見通しとして今どういう

ふうな予想するのかを、まず全体的なものとして聞かせていただければと思います。 

○加藤市長  委員のおっしゃるとおりなんですね。当然のことながら、我々とし

ても、令和元年度につくられた新改革プラン、これに基づきながら事業を進めてい

ると。そういった中で、こういうコロナの影響で、要するに病院収益というものが

どんどん落ちてきたと。その中で営業外の収益として、要するに国からの補助金を

たくさん頂戴して結果的に大きな黒字を出したと、これは事実なんですね。 

 ただ、一つには、新改革プランが結局コロナの影響で進んでいないということも

事実なんです。結果的に、今、令和３年度末の内部留保金も、今まではマイナスだ

ったんですね。令和元年度においては、内部留保金というものは、元年度ですら５,

０００万ぐらいあって、一時借入金もしたけど、おかげさんで今の状況ですと大体

１３億ぐらいの内部留保金があると。今回の令和４年度のキャッシュ・フローにし

ましても、損益としては２億７,０００万ぐらいの赤字になっているわけなんです

けれども、これも要するに、コロナを見越した中で収支がどう変わるかというだけ

の予算化であって、それが継続したときに国からの今の病床に対する補助金、これ

は一切出ていない。 



－１４－ 

 ただ、正直言って、さっきも説明がありましたように、要するに国からのまだ入

ってきてない未収金というのが３億強ありますので、結果的に令和４年度は赤字で

あるけれどもキャッシュ・フローが１億円ぐらい増えていると、これが事実なんで

す。それを基にして、コロナとどう向き合いながら我々は新改革プランを新たにつ

くっていかなきゃならないと思っています。現状を踏まえた改革プランの中で。 

 本当に病院経営というのは正直言って大変な状況です。結構な改革プラン。それ

で、改革プランをやるという、実行するということは、結構やっぱり患者さん、市

民の皆さんにも多少は痛みを感じるかもしれないと。ただ、やっぱり病院経営とい

うのは維持していかなきゃならない。その辺のところを見極めながら、今後はやっ

ぱり病院体制というのを確固たるものにしていかなきゃならない。そういう強い決

意でもってやっていこうと。 

 ただ、正直言って、今回の令和４年度の予算でもって、令和４年度についてはこ

のとおり、ある程度行けると思うんですけれども、これが大きく崩れるようなこと

はないと思うんですけれども、今現状のキャッシュ・フローについても、内部留保

金についても、多少の余裕はということで、要するに令和元年度のような状況では

ないということは、数字的に判断できるんじゃないかなと私は思っております。 

○濵中委員  ここは公立の病院ということで、本当に不採算であっても絶対に手

放せない機能というのを抱えておりますので、今年が大丈夫だからという話で喜ぶ

のではなくて、これから息長くこの機能を維持していくためには、やはりいわゆる

自分のところで持つ内部留保金であったりとか、資金繰りのことを考えたら、ある

からといって一度に安心することのないように、長くこれをきちんと維持できるよ

うにやっていただきたいなと。 

 といいますのは、やはりコロナがあるものですから、今の状況が正しく分析でき

ない部分がありますよね。それが本当にアフターコロナでどういったことになるの

かということが全く分からない中ですので、ぜひ油断のないようにお願いいたした

いと思います。その辺り、もし市長、ありましたら、どうぞ。 

○加藤市長  委員のおっしゃるとおり、尾鷲総合病院を維持存続していかなきゃ

ならないと常に思っております。これをやっぱりベースにしながら、病院経営をど

うやっていくか。それについてはやっぱり一番大きな話は数字の話であります。も

う何度も申し上げましたけれども、やはり病院経営というのは人と金と物、今回Ｍ

ＲＩにしろ、リニアックにしろ、いろいろあれしますけれども。それで、あとはい

ろんな国からの情報とか、県からのいろんな協力とかというようなものでもって、
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まさしく基本的な人・物・金・情報というものをしっかりと踏まえていきながら、

病院経営というものをきちんと運営していきたいと、このように思っておりますの

で、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○村田委員  私も質疑でさせていただきましたけれども、その続きというか、今

まさに濵中さんが言われたようなことを聞こうとしておったんですけれども、確か

にキャッシュ・フローは、これ、見ていくと、これは今いいのかなという感じはし

ますけれども、しますけれども、しかし、何回も言って恐縮ですが、やっぱりコロ

ナの補助金を頂いてこれだけになっているんですね。ですから、さっきもアフター

コロナという言葉がありましたけれども、今後どう変わっていくか分からない。そ

んな状況の中で、今新改革プランを急がなければいけない、新しくまたやり直して

いかなくてはならないという市長の言葉がありました。この新改革プランをいつ頃

から始めていくのか、どういう今段取りになっているのか、お聞かせ願いたい。 

○高浜総合病院総務課長  新改革プランのスケジュールとしましては、既に総務

省のほうから、本来であれば今年度は新改革プランの更新をなってなければいけな

い時期ではあったんですが、昨年度というよりは、令和元年度ぐらいからのコロナ

の影響によって、病院経営のめどが立てられないであろうという総務省の見解で、

つくりなさいという期間が延びています。それに伴って、総務省のほうから、いつ

いつまでにつくりなさいという案内も出ていません。ですので、アフターコロナ、

コロナ後に、ある程度コロナ後の患者の需要を見極めながら経営改革をしなさいと

いう指示が来るのではないかと思っておりますので、現在のところめどが立ってい

ない状態ですので、いつの委員会か忘れましたけど、新改革プランと現状の経営の

乖離の、今こういう状況ですという御説明はさせてもらったつもりでございます。 

 以上でございます。 

○村田委員  確かにその状況は分かりますし、この新改革プランについてはまだ

今すぐやっていけるような、組み立てられるような状況じゃないということはよく

分かりますけれども、何回も申し上げて恐縮なんですけれども、やっぱりコロナが

収まった後にどうなのかということも、想定ではいけませんけれども、ある程度の

想定もしていかないと、これ、今、新改革プランをまだ決められていないから、も

う少し様子を見ながらということは分かりますけれども、それにしても、やっぱり

ある程度の想定というものをきちっとしていかないと、特に病院事業でありますか

ら、特殊な、言わば突然よそからお金を頂いて状況がようなっただけの話ですから、

病院経営のそのもの自体については、従来のそのものについては何ら変わっていな
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いので、そこのところを、賢明な事務長と課長ですから十分考えておられるとは思

うんですけれども、やっぱりその辺のところに重点を置いて、今後計画を推し進め

ていくということを十分お考えいただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○加藤市長  おっしゃることはよく分かるんですね。要するに総務省からの新改

革プランが、僕の記憶では３末、４月頃に指針が出るというような話はずっと前に

やっていたんですけれども、こういう影響でもってまだ出ていないと。要するに、

我々の見通しとしては、さっき課長が申し上げましたように、令和４年度から令和

５年度末の２年間で新改革プランをつくらなきゃならないと。ならないわけだね。 

 でも、しかし、こういうことを言っておったって、要するにあくまでも我々は病

院経営をやっているんですから、やっぱり最終的には数字。この話の中で、ただ、

しかし、やらないという話じゃなしに、今まで、令和元年につくり上げて変更して

やった新改革プランを基にしながら、やはり我々は経営をやっていかなきゃならな

い。それで、その基本が新改革プランのであると認識しているんですよね。 

 ただ、しかし、今後我々が当初あれしていました、入院収益がどれぐらいで落ち

てくるのか、外来収益がどれぐらい落ちてくるのか、それをどうやって補 しなが

らという、数字上の話は令和元年に変更した中でのことをやっていきながら、これ

を見ながら経営をやっていると。しかし、正直言って、コロナの影響で数字的には、

要するに病院収益のほうについてはがたがたですよね。さっき言いましたように、

外来については何とか予算どおり戻ってきました。入院のほうはどんどん下がって

いる。これが実態なんですね。これをカバーしようと思ったら、費用のほうをどう

していくかというような話もありますし。 

 それで、費用のほうについても、当時の改革プランとかいろいろ出ています。申

し上げましたように、具体的に申し上げますと病院の２５５床ですか、こういった

ものをやっぱり、要するに人口に合ったような形で５６床ほど減らして１９９にし

ようと。そういったところでどれぐらいの費用が減るのかということについても、

一応計画に入っていますけれども、今コロナ禍でこれを実行するわけにはいかない

という、いろんな問題が入ってくるわけですね。 

 ただ、おっしゃるように、本当に病院経営というのは最終的には市民の皆さんの

ためのあれですけれども、最終的に、経営ですから数字がやっぱり物を言ってくる

わけですね。当時の、３年ぐらい前の予算で、要するに債務超過になったような予

算を組んでしまいましたけれども、これじゃ駄目なんですよね。そういうことも含

めながら、我々としてはコロナ禍明けについての新改革プラン、もちろん総務省か
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らの指針もありますけれども、我々は我々の独自で一応考えながら、来年度中にあ

る程度の枠組みをしながら、令和５年度にはきちんとしたものをつくり上げていき

たいと、こういう認識でみんな考えておりますので、よろしくお願いしたいと思っ

ております。 

○村田委員  そういう認識で取り組んでいかれるんですから、私どももじっと見

守っていきたいとは思いますけれども、この新改革プランに合わせて、その中でも

あるでしょうけれども、やっぱりドクターの配置、診療科とともにドクターの配置、

この辺が非常に重要なポイントになっていくのかなという感じもいたします。現状

を見ていますと、産婦人科医が２人になってよかったなという感じはするんですけ

れども、まだまだ尾鷲総合病院は手薄だなと感じるようなこともありまして、これ

はどうかと思いますけれども、お医者さんの中にはいろんなお話の、御事情もある

方もいらっしゃいますから、その辺は三重大と市長とお話をされて、人事というも

のについては携わっていくんだろうなと思いますけれども、やっぱりドクター面の

充実というのを考えていく必要も、当然考えておられるでしょうけれども、その辺

が非常に大きなウエートを占めていくんかなと思いますけれども、市長、いかがで

しょうかね、その辺は。 

○加藤市長  おっしゃるとおり、要するに医師、それから看護師、薬剤師等、い

ろんな技術士いろいろ、特にその要というのは僕はドクターだと思っています。

我々の希望するような内容の中で、全て三重大がそういう形で配置してくれるかと

いうことも非常に難しいわけなんですね。それをどうやって三重大とも交渉しなが

ら、今後尾鷲総合病院のドクターを充実していくかということは非常に重要な、本

当に重要な課題だと思っています。そのために、我々、私以下事務長、それから総

務課長、今いろいろと三重大ともやり取りはやっているわけなんですけれども、具

体的にどうのこうのということは今申し上げられないんですけれども、ただ、それ

が非常に重要だと思います。そのためにいろんな課題を克服しながらやっていかな

きゃならないんですけれども、現状からいくと思うように行かないというようなケ

ースが非常に出てきているということだけしか申し上げられないと。それをもう一

歩進めながら、徹底して協議しなきゃならないなとは思っていますけれども。今具

体的にそれを申し上げるのは、もう少しお待ちいただきたいと思っているんですけ

れども。ただ、ドクターの重要性、要するに尾鷲総合病院にあったようなドクター

の充足というものが絶対必要だと認識はしております。 

○仲委員  今までの補正予算の説明の中でも明らかになったように、令和３年度
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の予定損益が８億９,８２０万７,０００円の純利益を生むという中で、当初予算に

ついては逆に２億７,５００万の損益を生むということなんですけど、これはあく

まで医業外収益の差というふうに受け止めるわけですけど、令和３年度は最終的に

は予定で医業外収益は１８億６,７００万あるんですね。今回の当初予算では医業

外収益５億３,０００万というこの差なんですけど、これはあくまで国からのコロ

ナの病床確保等の交付金ということなんですけど、多分当初予算については、コロ

ナの病床確保の関係の交付金なり補助金は入っていないという理解の中で質問する

んですけど、今日の新聞等で国の動きが、２１日に今回の解除の方向性を示すと。

ただ、示しても、平常時に移行するとその期間がいつか分かりません。ということ

は、国からとか県からコロナの関係の病床確保の予定とか、４年度に入っても病床

を確保しなさいというような話はありますか。 

○加藤市長  我々もそれについてはどうなるかというのは分からなかったもので

すから、一応それは営業外収益のほうには入れておりません、補助金は。ただ、今

の傾向からしますと、２１日に蔓延防止が解かれようかという、そういう方向の中

で、ただ、しかし、病院の病床稼働率というのは、大体三重県なんかというのは４

１％減ったから要するに蔓延防止だったと。しかし、今でもやっぱり二十何％はあ

るわけなんですね。ということを見通しますと、やはり今我々が改革プランの中で

考えている病床数を減らすというのは、即はできないと思います。やっぱり状況を

見ないと。それは何でかといいますと、やはりコロナ患者用のそういう病床を、現

状どおりしばらくは確保しなきゃならないと。そのためにも、私の見通しとしては、

これは私のあくまでも見通しですよ、国からのそういう病床に対する補助金という

のは恐らく出るであろうと、そういう見通しを私自身はしております。 

○仲委員  そこについては僕も実は期待しています。すぐには病床確保を解消す

るようなことは、国はしないんじゃないかなと。特に三重県はそういう状態もあり

ますから、三重県の考え方もありますけど、そこには期待するんですけど。 

 ただ、今回の当初予算で、医業収益が令和３年度の予定の金額と比較すると３億

１,０００万ぐらい増えていますね。医業収益。この約３億１,０００万、営業費用

も若干増えていますけど、約３億１,０００万増えるという予測についてはどうい

うふうに考えていますか。 

○高浜総合病院総務課長  医業収益が上昇する理由は、資料でも説明したように、

内科医が増えることと、あと、産婦人科の２名体制になることによって医業収益の

増を見込んでおります。 
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○仲委員  産婦人科はそうなんですけど、ドクターが増えたから収益が上がると

は限らんですよね。患者が増えないと。実際には。 

 それで、資料１を見ると、入院収益で、特に内科・整形が、前回も話したんです

けど、１日平均患者数が外科では１６人が９.３人、整形では２２.１人が１１.３

人と半分、そういうことですよね。それで、逆に外来収益のほうを見ると、外科が

０.５増えておるんですよ。それから、整形も１.２増えておるんですね。ここの疑

問が、外来収益、人数が増えたのに入院収益が減るというのは、これはどういう原

因ですか。そうなるとそこが収益に関係する。 

○高浜総合病院総務課長  外来のほうにつきましては、委員さんおっしゃるよう

に微増ということで、前年度並みということを説明させてもらいましたけど、外科

のほうの単価を見ていただきたいんですけど、１万８,０００円から２万３,０００

円に上がっています。現在の外科医の方針であろうと思うんですが、オペというよ

りは抗がん剤治療のほうに力を入れていまして、入院治療よりは外来通院での抗が

ん剤治療ということで、外来の単価が上がっております。ですので、そういったこ

ともありまして、そちらへ力を注いでいるということで、このような結果になって

おります。 

 内科のほうも、人数が増えたからといって患者がついてくるものではないという

のはおっしゃるとおりなんですが、ただ、１人当たり、ドクターが主治医として持

てる人数も限度があります。ですので、今５人なりの主治医で、ほかが定員という

こともありますので、６人になれば６人なりの患者が見込めるのではないかと思っ

てこのように計上させてもらっています。 

○仲委員  答弁、大変苦しいんやと思うんやけど、あえて質問をさせていただい

ておるので御理解いただきたいんやけど。 

 僕の考え方は、外来の１日平均患者が増えれば、入院の患者も当然増えていくべ

きだろうと。逆にこれが減っておると。それで、外来等の診療単価はある程度あり

ますけど、これは大きな収益の原因にはならんと思うんですよ。そういう意味では、

やっぱり手術回数を増やさないと収益は上がりません。そういうところを今後注視

してやっていただきたいと思うんですけど、市長、どうですか。 

○加藤市長  収益を上げる上げないということは、仲委員おっしゃっていますよ

うに、いかにして入院収益を上げるかと、これは非常に経営上は絶対必要なんです

ね。だって単価が倍以上あるんですもん。だからその分だけやっぱりいろんな処方

がありますから。という思いの中で、いかにしてやっぱり入院をきちんと対応でき



－２０－ 

るかということは常日頃から考えているわけなんですけれども、これもさっきの村

田委員の質問じゃないんですけれども、やはりドクターとの関係でいろいろとござ

いますものですから、さっき総務課長も申し上げましたように、内科医が１人増え

たらこれぐらい増えるであろうというような中で、特に外科なんかというのは去年

１名減ったというような話もありますし、その辺のところの今後の三重大との協議

というものを、非常に私としては大きなことかなとは思っておりますので、今の現

状はそういう話で、総務課長が説明した内容の予算組みというような内容でござい

ますので、御理解いただけましたらと思います。 

○小川委員  単純な質問させていただきます。 

 予算書の５ページなんですけど、先ほど村田委員のほうから医師の充実というこ

とでお話がありましたけれども、この１節報酬のところ、応援医師とありますよね。

この延べ人数というのは大体何人なんですか。 

○高浜総合病院総務課長  延べ人数というのはなかなか申し上げにくくてですね、

１人のドクターが、例えば毎週来ていただいたりとか、あと、毎週月曜日だったら

５人が来るとか、そのようなまちまちでございまして。 

○南委員長  まちまちでも、トータルせんことには予算が出やんやん。大体、ト

ータルで単価をはじいた数字を言うてもらわんことには、積んでこんことには単価

出やんで。 

○高浜総合病院総務課長  申し訳ございません。延べ約１２０人ぐらいを想定し

ております。 

○小川委員  これ、バディ医師とはまた別個なんですか。 

○高浜総合病院総務課長  バディとは違いまして、１日単位で来ていただくドク

ターになっています。 

○小川委員  今の５節のところなんですけど、退職給付費、これ、２３ページの

ほうにも載ってあって、１年当たり引当額７,４００万ぐらいですか、この１億６,

５００万、これは何人分なのか、もう少し詳しく教えていただけますか。 

○高浜総合病院総務課長  ２３ページのほうは分割のほうになっていまして、そ

の差額が今年度１年分を全職員分積み上げる形となっております。ですので、上の

給料の２１６名分が１年分を積み重ねた金額がプラスアルファと計上しております。 

○小川委員  退職者は何人みえるんですか。 

○高浜総合病院総務課長  申し訳ございません。これは退職者の対象の支給額で

はなく、あくまでも引当金でございまして、退職の予定者は今のところ定年退職し
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か想定しておりません。 

○小川委員  もう一点だけ。 

 先ほど説明の中で、資料でＭＲＩの移動式のバスか何かから全部設置すると言い

ましたけど、病院のどの場所に置かれるんですか。 

○高浜総合病院総務課長  予算執行前ですので、具体的にはまだ詰めてはいない

んですけど、カタログとかの値を見ていますと、トレーラーの入る角度から考えて、

２か所ぐらい候補がないのかなと。救急出入口の前なのか、救急出入口の横なのか

というぐらいの選択肢しかありません。 

○小川委員  時期は、分かっていたら、いつぐらいからになるんですか。 

○高浜総合病院総務課長  ゴールデンウイークが、前年度を見ていますと使用頻

度がかなり少ないです、休日は。ですので、ゴールデンウイーク明けからが、当院

としてはベストかなと思っております。 

○南委員長  他にございませんか。 

○中村委員  ５ページの会計年度任用職員のこの職務というのか、これは中の職

務と人数を教えていただけますか。給料の下の、一番下の会計年度の２１名の。 

○高浜総合病院総務課長  ２１名は看護補助員。 

○中村委員  介護。 

○高浜総合病院総務課長  看護。看護補助員がフルタイムで会計年度として職務

に当たってもらっています。 

○中村委員  平均で、年齢もあると思うんですけれども、事務職１８万で、これ

は３９０万ぐらいで、看護師さんが２０名で３２０万ぐらいで、これは何か看護師

さんの給料等が結構安いなと思ったんですけれども。 

 それと、次ページの委託料の３億９,０００万ですね。これって何か新しいシス

テムの借入れ、委託というのか、医療事務の何か新しいのが入ったんですよね。違

う。 

 窓口業務、受付、それでは、この事務員の１８名は何をされているんですか。 

○高浜総合病院総務課長  事務の１８名は、私どものように総務課で、人事、給

与、財政的なこと、あと、医事的なことをやっています。 

○中村委員  それでは、レセプトの業務委託というのか、あれというのは、ごめ

んなさい、どこに入っていますか。 

○高浜総合病院総務課長  レセプトというか、会計の委託とか窓口業務の委託と

して、１５の委託料の中で、資料でお示しした一番上の院内業務委託料になってお
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ります。 

○中村委員  ありがとうございます。 

○南委員長  よろしいですか。 

 じゃ、他にございませんか。 

 １点、委託費用のことで、資料の４なんですけれども、今回院内業務委託で一

般・産廃処理業務だとか院内清掃業務、警備業務が大幅に増額されておるんですけ

れども、特に増額された理由というのはどういったものなんですか。 

○高浜総合病院総務課長  申し訳ないんですが、令和３年は契約額でございまし

て、令和４年度が債務負担行為限度額を計上しております。ですので、実際の契約

額が入札によって下がって、予算執行も下がるはずでございます。ですので、高額

になったのは債務負担行為限度額をそのまま計上したものでございます。 

○南委員長  その説明で、先ほどの説明で分かるんですけれども、いかんせん昨

年の、昨年もこの金額を上げていましたか。 

○高浜総合病院総務課長  昨年は複数年の契約を結んでおりますので、契約済み

額となって、令和３年度の御覧の資料の４ページの金額を予算として計上しており

ます。 

○南委員長  要するに、あくまでも予算計上をされて、契約の時期である程度の

下がる見込みがあるということですね、そうすると。そういうことやったら分かり

ますけれども。 

 それと、仲委員さんが質問された外来入院の問題なんですけれども、これは相当

苦しいよな、これ、現実に。現実に考えても、やっぱり外来が増えて入院が減ると

いうことは私も理解できません、これはそういった意味で。できるだけ、多分この

ような数字が表れてこないと思うんですけれども、この予算計上の在り方について

は、考え方については僕は不信感を持つんですけれども。 

○村田委員  不信感というのはどうでしょうかね。疑問と言ってもらったほうが

いいと思うんですが。 

○南委員長  不信感って言葉が悪いかもしれませんけれども、若干整合性がない

ように感じるもんで、苦しい上げ方というよりか、いま一度分かりやすく説明して

もらえんかいなと思って。 

○高浜総合病院総務課長  入院収益と外来収益の予算の枠組みに対しまして、ま

ず当院の患者需要なのですが、公立病院の他病院と患者の内訳を一度統計を取って

みました。当院だけが、入院収益と外来収益の収益に占める比率が、外来収益がか
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なり高いと。６対４ぐらいで外来収益を占めております。紀南病院さんですと７.

５対２.５ぐらいの形になっております。ですので、病院と言いつつ、当院は外来

患者の層が厚いという結果が過去からの統計でございます。 

 ですので、地域の皆さんの医療に対しての認識で、尾鷲総合病院がかかりつけ医

としての位置づけも当院が担っているということで、町医者の役割、開業医の先生

方の役割を当院も担っておるというのが、この数字に表れているという現状を報告

させていただきます。 

○南委員長  そうすると、外来専門の、整形というのは比率が高いというのは理

解できるんですけれども、現実に今の整形の受入れ体制を見ておりますと、初診診

療がほとんど今受け入れていないという状況ですので、果たしてこの数字が出るの

かなという一抹の不安がある中で質問させていただいたのを御理解いただきたいと

思います。特に市長におかれましては、病院の開設者として、やっぱりどうしても

医師確保というのが一つの大きな使命になりますので、ぜひとも本当に頑張ってい

ただきたいと。 

 特にございましたら。医師確保に向けて。 

○加藤市長  やはりまずは、何度も申し上げておりますように、この尾鷲総合病

院の維持存続のためには、まずは医師確保という、必要な診療科においてやっぱり

医師確保するということが大きなウエートを占めるということは十分認識しており

ますので、特に三重大と、それから、近隣の松阪、伊勢、それぞれのトップ、院長、

あるいは方々といろいろ密にしながら、交渉は、交渉というよりお願いですよね、

お願いに上がりたいと、このように思っておりますので御理解ください。 

○南委員長  ぜひともお願いいたします。 

○中村委員  ５ページの光熱水道費は、入院と治療に当たるとかというのは分け

られていますか、分けられていませんか。 

○南委員長  ５ページの、資料、予算書。 

○中村委員  資料じゃなくて、予算書。ごめんなさい、予算書５ページ。電気・

水道の光熱費のは分けられていますか。 

○高浜総合病院総務課長  申し訳ございません。電気とガスと、あと重油もある

んですけど、それは……。 

○中村委員  下はプロパンで、上の７。 

○高浜総合病院総務課長  重油も使っていますので、それは一緒くたにはなって

いますが、水道は、外来、分けられるかな。 
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○山本総合病院総務課長補佐兼係長  光熱水費の中には、電気使用料と水道使用

料を院内でそれぞれ積算しているわけなんですけど、電気使用料に関しましては６,

５７１万１,０００円、水道使用料に関しましては１,５０７万５,０００円という

内訳になっております。 

○中村委員  分けていないということですね。 

 それでは、１０の印刷製本費のレセプトって今でもやっぱり印刷してはるんです

か。 

○松井総合病院総務課主査兼係長  以前はレセプトは印刷していたんですけれど

も、今は電子で送っております。でも、チェックするときに一部出しているものは

あります。 

○中村委員  それが７８万７,０００円という費用ですか。 

○高浜総合病院総務課長  説明不足で申し訳ありません。そのほかになっていま

すので、封筒とか各種用紙、そういったものをこの科目でしています。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、病院の審査を終了いたします。ありがとうござ

いました。 

 ここで１０分間休憩します。 

（休憩 午前１１時１７分） 

（再開 午前１１時２９分） 

○南委員長  休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 いよいよ委員会審査も最後になりました。 

 それでは、水道部のほうから二つ付託されておる議案から、まず補正の２１号の

ほうからお願いいたします。 

○神保水道部長  それでは、議案第２１号、令和３年度尾鷲市水道事業会計補正

予算第２号について説明させていただきます。 

 １ページを御覧ください。 

 第１条、令和３年度御所市水道事業会計の補正予算は次に定めるところによりま

す。 

 第２条、予算第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正いたします。 
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 （２）年間給水量、既決予定量３４８万９,３６９立米に対し、補正予定量は２

万５,８４０立米の増量で、予定量を３５１万５,２０９立米とし、（３）１日平均

給水量、既決予定量９,５６０立米に対し、補正予定量は７１立米の増量で、予定

量を９,６３１立米とするものでございます。 

 次に、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補

正いたします。 

 収入の第１款水道事業収益、既決予定額５億１２５万６,０００円に対し、補正

予定額は６４４万６,０００円の増額で、予定額を５億７７０万２,０００円とする

ものでございます。 

 内訳といたしましては、第１項営業収益を６５１万６,０００円増額補正し、予

定額を４億７,４９５万円に、第２項営業外収益を７０万円減額補正し、予定額を

３,２７４万８,０００円とするものでございます。 

 次に、支出の第１款水道事業費用、既決予定額４億９,８０２万８,０００円に対

し、補正予定額は１６９万８,０００円の減額で、予定額を４億９,６３３万円とす

るものでございます。 

 内訳は、第１項営業費用を２５４万２,０００円減額補正し、予定額を４億３,３

４４万５,０００円に、第２項営業外費用を８４万４,０００円増額補正し、予定額

を６,２３８万２,０００円とするものでございます。 

 続きまして、第４条、予算、第４条、資本的収入及び支出を次のとおり補正いた

します。 

 収入の第１款資本的収入、既決予定額７,７９７万６,０００円に対し、補正予定

額は５３９万９,０００円の減額で、予定額を７,２５７万７,０００円とするもの

でございます。 

 内訳といたしまして、第１項、給水加入金を５万５,０００円減額補正し、予定

額を１２５万４,０００円に、第２項負担金を１５４万４,０００円減額補正し、予

定額を６１２万３,０００円に、第３項企業債を３８０万減額補正し、予定額を６,

５２０万円とするものでございます。 

 次に、支出の第１款資本的支出、既決予定額３億２,８３１万６,０００円に対し、

補正予定額は１７６万１,０００円の減額で、予定額を３億２,６５５万５,０００

円といたします。 

 内訳といたしましては、第１項建設改良費を１７６万１,０００円減額補正し、

予定額を８,６３６円とするものでございます。 
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 補正の内容の変更ですが、「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億

５,０３４万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７８９万円、

当年度分損益勘定留保資金１億８,１３０万５,０００円、減債積立金６,１１４万

５,０００円で補てんするものとする」に改めるものでございます。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 第５条。予算、第５条、企業債を次のとおり補正いたします。上水道配水管布設

替事業の限度額が１,６２０万円を７０万円減額の１,５５０万円とし、簡易水道配

水管布設替事業の限度額３,４８０万円を１８０万円減額し３,３００万円とするも

ので、起債の目的、方法、利率、償還の方法については変更ございません。 

 次に、第６条。予算第９条簡易水道事業に係る企業債償還金のため、一般会計か

らこの会計へ補助を受ける金額を次のとおり補正いたします。既決予定額１,３８

３万５,０００円を７万円減額補正し、予定額を１,３７６万５,０００円とするも

のでございます。 

 続きまして、３ページの補正予算説明書を御覧ください。 

 収益的収入及び支出の収入ですが、第１項営業収益において６５１万６,０００

円を増額補正するものでございますが、これは第１目給水収益を使用量増加による

増額により６６４万円増額補正するものと、第３目他会計負担金を、墓地等の無収

給水に対する一般会計負担金の減額により１２万４,０００円減額補正するもので

ございます。 

 第２項営業外収益は７万円の減額補正とするものでございますが、これは第２目

他会計補助金の７万円の減額は、令和２年度の企業債借入額の減額に伴う支払利息

の減額による簡易水道企業債償還利子補助金の減額でございます。 

 次に、支出ですが、第１項営業費用において２５４万２,０００円を減額補正す

るものでございますが、これは第１目原水及び浄水費と第２目配水及び給水費にお

いては、委託料の減は入札差金により減額補正するものでございます。 

 第４目業務費と第５目総係費においては、それぞれ実績に応じて減額補正するも

のでございます。 

 次に、第２項営業外費用では８４万４,０００円の増額補正となるものでござい

ますが、これは第１目支払利息及び企業債取扱諸費において、企業債利息を１４万

２,０００円減額補正、第３目消費税及び地方消費税を９８万６,０００円増額補正

するものでございます。 

 続きまして、４ページを御覧ください。資本的収入及び支出について説明いたし
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ます。 

 まず、収入でありますが、第１項給水加入金を５万５,０００円減額補正するも

のでございますが、これはそれぞれの実績により減額補正するものでございます。 

 第２項第１目他会計負担金においては、一般会計負担金１５４万４,０００円減

額補正するものでございますが、これは消火栓設置費用分の一般会計負担金の減額

によるものでございます。 

 第３項企業債３８０万円の減額ですが、これは上水道企業債及び簡易水道企業債

の減額によるものでございます。 

 続きまして、支出でありますが、第１項建設改良費において１７６万１,０００

円を減額するもので、これは第１目固定資産購入費の入札の差額により減額するも

のでございます。 

 次に、５ページのキャッシュ・フロー計算書を御覧ください。 

 今回の補正により、業務活動によるキャッシュ・フローの一番上、当年度純利益

が３１８万３,０００円となり、補正額が各項目に反映され、１から３までの合計

となる資金増加額がマイナス５,９４６万５,０００円となり、資金期首残高７億２,

７８５万６,０００円から差し引いた資金期末残高は６億６,８３９万１,０００円

となります。 

 次に、６ページの予定損益計算書をお願いします。 

 営業収益以下各項目には補正額が反映されており、当年度純利益は補正前５１１

万６,０００円の純損失から８２９万９,０００円増額の３１８万３,０００円とな

ります。 

 次に、７ページから予定貸借対照表でございます。 

 この補正予算におきまして、資産の部では、資産合計は５５億１,１４９万７,０

００円となります。 

 ８ページの負債の部では、負債合計は２８億５,５０７万１,０００円となります。 

 ９ページの資本の部では、資本金といたしまして２０億３,４０８万円、これに

剰余金として資本剰余金と利益剰余金を合わせた剰余金合計５億７,５５２万６,０

００円を加えた資本金合計は２６億５,６４２万６,０００円となります。この資本

合計と負債合計を合算した負債資本合計は５５億１,１４９万７,０００円となり、

資産合計と同額となっております。 

 最後に１０ページと１１ページは、会計処理の基準及び手続を注記として明示し

ております。 
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 以上でございます。 

○南委員長  水道の補正説明は以上でございます。 

 御質疑のある方。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので、次に令和４年度の水道の当初予算の

ほうの説明をお願いいたします。 

○神保水道部長  それでは、議案第１６号、令和４年度尾鷲市水道事業会計予算

について御説明いたします。 

 予算書の１ページを御覧ください。 

 第１条、令和４年度尾鷲市水道事業会計の予算は次に定めるところによります。 

 第２条、業務の予定量は次のとおりでございます。 

 給水戸数は９,１４９戸、年間総給水量３３５万８,３５２立米、１日平均給水量

９,２０１立米であります。 

 続いて、第３条、収益的収入及び支出の予算額は次のとおりと定めております。 

 収入の部でありますが、第１款水道事業収益を４億９,５６９万３,０００円と定

め、第１項営業収益４億６,２８６万６,０００円、第２項営業外収益３,２８２万

３,０００円、第３項特別利益４,０００円と定めるものでございます。 

 次に、支出の部でございますが、第１款水道事業費用を５億４３２万４,０００

円と定め、第１項営業費用４億４,７８０万円、第２項営業外費用５,６０２万１,

０００円、第３項特別損失５０万３,０００円と定めるものでございます。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出の予定額は次に定めます。 

 まず、収入の部でありますが、第１款資本的収入を７,４０５万１,０００円と定

め、第１項給水加入金１２５万４,０００円、第２項負担金３８９万７,０００円、

第３項企業債６,８９０万円と定めるものでございます。 

 次に、支出の部ですが、第１款資本的支出を３億３,２２０万９,０００円と定め、

第１項建設改良費８,８７５万１,０００円、第２項企業債償還金２億４,３４５万

８,０００円とそれぞれ定めるものでございます。 

 第４条の括弧書きにありますが、この資本的収入が資本的支出に対し不足する額

２億５,８１５万８,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

７９５万１,０００円、当年度分損益勘定留保資金１億７,５９７万３,０００円、

減債積立金７,４２３万４,０００円で補てんするものでございます。 

 ２ページを御覧ください。 
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 第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は次のとおりと

定めます。水道窓口及び検針収納業務委託につきましては、期間は令和５年度から

令和９年度まで、限度額は１億９,２８４万１,０００円とするものでございます。 

 第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと

定めます。上水道配水管布設替事業につきましては限度額を１,６２０万円とし、

簡易水道配水管布設替事業につきましては限度額を３,３８０万円、簡易水道施設

設備取替事業につきましては限度額を１,８９０万円とし、それぞれ起債の方法は、

証書借入では利率は３.０％以内とし、償還の方法は措置期間を含め３０年以内の

半年賦元利均等償還といたします。ただし、財政等の都合により措置期間及び償還

期間を短縮し、もしくは繰上償還または低利債に借換えすることができ、起債の全

部または一部を翌年度へ繰り越して借り入れするものができるものです。 

 次に、第７条、一時借入金の限度額は５,０００万円と定めます。 

 第８条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとお

り定めます。令和４年度尾鷲市水道事業会計予算中、不足を生じる場合は款内の各

項の全額を利用することができるものとします。 

 次に、第９条、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職

員給与費７,７２２万円、交際費１万円と定め、これらの経費の金額はこれらの経

費のうち、ほかの経費の金額を、もしくはこれら以外の経費の金額に流用し、また

はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は議会の議決を経なけれ

ばならないものとします。 

 続いて、第１０条、簡易水道事業に係る企業債償還のため、一般会計からこの会

計へ補助を受ける金額は１,４５６万２,０００円でございます。 

 第１１条のたな卸資産の購入限度額は５００万円と定めます。 

 続きまして、３ページを御覧ください。 

 尾鷲市水道事業会計予算実施計画書により、予算の明細について説明させていた

だきます。 

 まず、収入の部でありますが、第１款水道事業収益は４億９,５６９万３,０００

円で、前年度当初予算と比較しまして５５４万５,０００円の減額でございます。 

 第１項営業収益は４億６,２８６万６,０００円ですが、内訳といたしましては、

第１目の給水収益が４億５,９６９万１,０００円で、５３７万３,０００円減額と

なっております。これは令和３年度収益見込みから、上水２％、簡水３％減で、５

００万円の減額を見込んでおります。 
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 次に、第２目受託工事収益は２,０００円で、これは消火栓受託工事収益１,００

０円と、その他受託工事収益１,０００円を計上したものでございます。 

 第３目他会計負担金２５５万５,０００円は、公園墓地消火栓用水等に係る無収

有効水量及び児童手当に要する経費の一般会計からの負担金収入でございます。 

 第４目その他営業収益６１万８,０００円は、手数料９万６,０００円、材料売却

収益５１万９,０００円、雑収益３,０００円でございます。 

 続きまして、第２項営業外収益３,２８２万３,０００円でございますが、内訳と

しましては、第１目受取利息及び配当金において、預金利息４万円を計上しており

ます。 

 第２目他会計補助金として２２７万３,０００円、これは総務省の繰出基準によ

る簡易水道企業債償還利息分補助金で、一般会計からの補助金でございます。 

 次に、第３目長期前受金戻入１,６２８万９,０００円は、補助金等を財源に取得

された固定資産の減価償却見合い分の収益額等でございます。 

 第４目資本費繰入収益１,２２８万９,０００円は、先ほどと同様に、総務省の繰

出基準による簡易水道に係る企業債償還元金に対する一般会計補助金でございます。 

 第５目雑収益１９３万２,０００円のうち、主なものとしては、国土交通省に貸

与しております樋の口用地と、矢浜保育園職員駐車場として保育園に隣接する用地

の貸付料でございます。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 第３項特別収益について、第１目過年度損益修正益として４,０００円を計上し

ております。 

 続きまして、５ページを御覧ください。 

 支出の部でありますが、第１款水道事業費用は５億４３２万４,０００円で、前

年度と比較いたしまして１０１万５,０００円の減額でございます。内訳といたし

ましては、第１項営業費用４億４,７８０万円のうち、第１目原水及び浄水費は８,

４４７万５,０００円、前年度と比較いたしまして２５９万８,０００円の増額でご

ざいます。 

 次に、第２目配水及び給水費は５,９０６万８,０００円でございますが、前年度

予算と比較いたしまして８１万２,０００円の増額で、主なものとしましては管路

を管理しているマッピングシステムの改修に伴う委託料の増でございます。 

 次に、第３目受託工事費は２,０００円で、これは消火栓受託工事費１,０００円

とその他受託工事費１,０００円を計上したものでございます。 



－３１－ 

 続いて、第４目業務費は５,３５４万４,０００円で、前年と比較いたしまして６

２３万円の増額でございます。主なものといたしましては、今年度は量水器の取替

え件数が多いことによる修繕費の増でございます。 

 第５目総係費４,０８９万円は、前年度と比較いたしますと３６６万１,０００円

の減額となってございます。主なものといたしましては、人事異動に伴う給料の減

額となります。 

 第５目減価償却費は２億６６１万４,０００円で、前年度当初予算と比較しまし

て１５９万６,０００円の減額でございます。 

 第７目資産減耗費は２６８万４,０００円で、前年度当初予算と比較し１１万５,

０００円の増額でございます。 

 第８目その他営業費用は５２万３,０００円で、材料売却原価５２万、雑支出３,

０００円を計上してございます。 

 続きまして、８ページを御覧ください。 

 第２項営業外費用５,６０２万１,０００円でございますが、第１目支払利息及び

企業債取扱諸費は、企業債利息、一時借用金利息と合わせて３,６７７万８,０００

円で、前年度と比較いたしまして４４７万６,０００円の減額となっております。 

 第２目雑支出は３,０００円、第３目消費税及び地方消費税は消費税納付額１,９

２４万円を計上しております。 

 次に、第３項特別損失は、第１目過年度損益修正損として５０万３,０００円を

計上しております。 

 ９ページを御覧ください。資本的収入及び支出について説明いたします。 

 第１款資本的収入の予定額は７,４０５万１,０００円でございますが、前年度当

初予算額より３９２万５,０００円の減額でございます。内訳としまして、第１項

第１目上水道給水加入金として、１３ミリ２０件、２０ミリ１件分で１１９万９,

０００円、第２目簡易水道給水加入金として、１３ミリ１件分の５万５,０００円

を計上いたしました。 

 次に、第２項負担金３８９万７,０００円で、前年度比３７７万減額であります

が、これは須賀利地内橋梁工事に伴う三重県からの配水管架設工事負担金が完了し

たことにより、減額であります。 

 第３項企業債６,８９０万円は、前年比１０万円の減でございます。 

 次に、１０ページをお願いします。 

 第１款資本的支出は３億３,２２０万９,０００円で、前年度より３８９万３,０
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００円の増額でございます。 

 第１項建設改良費は８,８７５万１,０００円で、内訳といたしましては、第１目

固定資産購入費は、機械装置費として量水器購入分として８７５万１,０００円で

ございます。 

 第２目上水道施設整備費には、工事請負費で配水管布設替工事などに１,０００

万円を計上してございます。 

 第３目簡易水道施設整備費には、工事請負費において配水管布設替工事など５,

６００万円と、委託料において、設計業務委託として令和４年度から２か年事業の

三木浦第２浄水場設備取替工事に係る設計業務委託料４００万円を計上しておりま

す。 

 次に、第２項企業債償還金、第１目建設改良企業債償還金は２億４,３４５万８,

０００円で、上水道企業債償還元金２億２,０６９万９,０００円ですが、償還元金

として財務省財政融資資金１６件、地方公共団体金融機構２３件の内訳となってお

ります。簡易水道企業債償還元金２,２７５万９,０００円でございますが、償還元

金として財務省財政融資資金１５件、地方公共団体金融機構１５件の内訳となって

おります。 

 １１ページを御覧ください。予定キャッシュ・フロー計算書について説明いたし

ます。 

 まず、一番上の当年度純利益はマイナス１,７０３万４,０００円になり、１年間

での現金の増減は下から３行目のマイナス７,３９９万７,０００円となり、一番下

の期末残高は５億９,４３９万４,０００円となります。 

 １２ページを御覧ください。企業費明細書について説明いたします。 

 まず、総括でありますが、職員数については、前年度より１名増の１０名となる

ことによる増額と、人事異動に伴う減額などにより、合計で７９万１,０００円の

増額となっております。 

 ２は、給料及び職員手当等の増減額の明細について表したものであり、詳細は御

覧のとおりでございます。 

 ３は令和４年１月１日現在の給料及び職員手当等の状況について表したものであ

り、職員の給与体系は、６級１名、５級１名、４級５名、３級２名であり、詳細は

１３ページから１５ページに記載しておりますので御参照ください。 

 １６ページには債務負担行為に関する調書を添付してございますので、御参照く

ださい。 
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 次に、１７ページを御覧ください。予定損益計算書について説明させていただき

ます。 

 先ほど説明させていただきました予算実施計画を税抜き経理した結果、それぞれ

の御覧の金額となり、最終的には、下から４行目、当年度純損失は１,７０３万４,

０００円となり、さらに、これに前年度繰越利益剰余金３億５,６０１万８,０００

円と減債積立金の取崩し相当額であるその他未処分利益剰余金変動額７,４２３万

４,０００円を加えると、当年度未処分利益剰余金は４億１,３２１万８,０００円

となっています。 

 次に、１８ページを御覧ください。予定貸借対照表について説明させていただき

ます。 

 まず、資産の部では、資産合計は５３億１,１４３万７,０００円となります。ま

た、１、固定資産、（１）有形固定資産の一番下に（ト）建設仮勘定３３６万４,

０００円を計上いたしました。これは令和４年度から２か年事業である三木浦第２

浄水場設備取替え工事に係る設計業務委託のうち、令和５年度以降の工事にて発生

する費用分となります。 

 １９ページの負債の部ですが、負債合計は２６億７,２０４万４,０００円となり

ます。 

 ２０ページ、資本の部では、６、資本金といたしまして２０億３,４０８万円、

剰余金として（１）資本剰余金と（２）利益剰余金を合わせた剰余金合計５億５,

８４９万３,０００円を加えた資本合計は２６億３,９３９万３,０００円となりま

す。この資本金と負債合計を合算した負債資本合計は５３億１,１４３万７,０００

円となり、資金合計と同額となっております。 

 次に、２１ページと２２ページでは、主要な会計方針に係る事項に関する注記、

予定貸借対照表等に関する注記など、会計処理の基準及び手続を注記として明示し

ております。 

 ２３ページから２８ページには、決算見込みとして令和３年度予定損益計算書と

予定貸借対照表及び注記を掲載しております。 

 続きまして、行政常任委員会資料について御説明させていただきます。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 経営戦略の投資・財政計画の収益的収支について、令和３年度決算見込みと令和

４年度当初予算を反映させたもので網かけをしている部分が変更したところでござ

います。また、新型コロナウイルス感染症の影響が続いていることや近隣市町の料
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金改定状況を踏まえ、料金改定を令和５年度から令和６年度に１年遅らせた計画に

なっております。 

 表の中の中ほどの当年度純利益の欄を御覧ください。 

 令和３年度は当初計画と比較して、見込みよりも３,３６１万７,０００円増額の

３１８万３,０００円、令和４年度は料金改定を遅らせたことにより９,０８６万４,

０００円減額のマイナス１,７０３万４,０００円となってございます。令和５年度

は１億１３２万８,０００円減額のマイナス２,７０３万１,０００円となりますが、

令和６年度以降は料金収入が見込みより約１,１４１万円増額となり、当年度純利

益は令和１０年度までの５年間で約５,４００万円増加になります。 

 ２ページを御覧ください。 

 同じく網かけの部分が変更したところで、資本的収支について、令和３年度決算

見込みと令和２年度当初予算を反映させたものでございます。令和５年度につきま

しては、料金改定を遅らせるため、上水道分企業債の借換えを継続に変更しており

ます。 

 ３ページを御覧ください。 

 補 財源残高の当初計画の比較ですが、下から３行目の補 財源不足額が、令和

３年度はマイナス５億２,３０６万５,０００円、令和４年度はマイナスの４億４,

８８３万３,０００円となっておりまして、令和４年度末の補 財源残高は当初の

計画よりも６,８５５万３,０００円増加しております。令和５年度は当初計画では

前年度の補 財源残高との比較が３２０万円減少する見込みから、料金改定を遅ら

せたことにより約７,８００万円減少となる３億７,１３４万円となりますが、令和

４年度末の補 財源残額が見込みより改善しておるため、当初計画からは５７４万

５,０００円減額で収まっております。 

 また、当初計画より令和６年度以降の料金収入が増えることにより、当年度純利

益が増加することから、計画最終年度の令和１０年度の補 財源不足額はマイナス

４億４,５０１万６,０００円となり、令和６年度に料金改定を遅らせた場合でも、

令和１０年度末の補 財源残高は当初見込みより２,１８３万１,０００円増額とな

る見込みでございます。 

 また、４ページ以降には、例年添付させていただいております建設改良工事計画

と企業債明細書を記載しておりますので、後ほど御覧ください。 

 以上でございます。 

○南委員長  当初予算の説明、ありがとうございました。 
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 ここで、昼食のため休憩をいたします。午後は１時１５分から行います。 

（休憩 午前１１時５６分） 

（再開 午後 １時１４分） 

○南委員長  休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 引き続きまして、議案第１６号の水道会計の当初予算の審査に入ります。 

 御質疑のある方。 

○村田委員  当初予算を見せていただきましたし、それから、先ほど資料によっ

て見せていただいたんですが、資料の、何ページやったかな、あれ、ちょっと待っ

てください。資料１か。資料１ですね。資料１、これを見ていくと、決算見込み及

び令和４年当初予算反映と書いてあるんですが、この中で４年から５年についてず

っと書かれておるわけでありますけれども、本会議で質疑した続きなんですが、よ

りちょっと一言だけ言わせていただきたいんですが、これを見ていくと、私、今年

か来年ぐらいかなと、水道料金の値上げというのを予測はしておったんですけれど

も、当分というか、今のところは値上げをしなくても行けるという状況なんですか。 

○神保水道部長  質疑の段階で、部内での検討の最中でしたので、最終的に市長

の判断を仰ぎ、今回の報告で令和４年度に審議会をして５年に引上げの予定でした

が、今回１年先送りをして、５年に審議会をして、令和６年度に料金改定をすると

いう判断に至りました。 

○村田委員  １年延びたということなんでしょうけれども、今後、今回のように、

どんどん値上げをしなくてもいいような財政状況になっていくという見込みはあま

りないですね。 

○神保水道部長  今回が限界だと感じておりまして、６年度には必ず値上げをす

る方向で行きます。 

○村田委員  その際、これはその時期にならないとなかなか明確には言えないと

は思いますけれども、何％ぐらいの値上げをお考えですか。まだ分からないですか。 

○神保水道部長  現在では、そこの話については差し控えさせていただきたいと

思います。 

○村田委員  それじゃ、僕の予測で。大体２５から３０ぐらいの値上げの幅にな

るのかなと思うんですけれども、違っていたら違っていたと言っていただいて、大

体そこら辺やったら返事は要らないです。 

○神保水道部長  そのぐらいで。 
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○南委員長  他にございませんか。 

○内山副委員長  私のほうも質疑をさせてもらっていたんですけれども、予算の

２ページ、債務負担行為について、そこでお答えいただいたんですけれども、今料

金改定が１年延びて、審議会の設置も１年延びるということで、確認で、よろしい

んですよね。 

 その中で、私、一般質問でしたときに、検針を２か月に１回とか、そこで漏水と

かそういうようなことで答えてもらったんですけれども、いろんな人の意見を聞い

てくださいということで、審議会にも今言われたことをいろいろ検討事項として上

げさせてもらいますというような返事をもらっていたと思うんです。もし私が確認

違いだったらまた言ってくださってもよろしいんですけれども。その中で、この債

務負担行為の５年間という中で、検針とか収納とかそういうことが契約で決まって

しまった場合に、審議会の意見がきちんと、契約してしまったので審議会の意見が

通らないとか、そういうようなことを心配したので質疑をさせてもらったんです。

そのことについてはどうですか。 

○北村水道部係長  こちらの検診業務委託の中身が、すぐ料金改定の部分の料金

高になるような足かせになるとは考えてはおりません。というのは、これはやはり

事務費になってまいりますので、その辺は料金の改定も含めた、経営戦略上もやは

り含めた金額として計上しておりますので、それを踏まえた辺りで料金の設定とい

うものを審議会のほうにお願いするという形を取らせていただきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○内山副委員長  理解はできるんですけれども、一応審議会でもやっぱり基本料

金とかそういうのを、私が一般質問したようなことを検討事項として上げていただ

けますか。 

○神保水道部長  もちろんそうさせていただきます。 

○南委員長  ほかにございませんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それではないようですので、水道部の当初予算の審査を全て終了い

たします。ありがとうございました。 

 ここで、採決前に１０分間休憩をいたします。 

 市長の御退席をお願いいたします。常任委員会出席、ありがとうございました。 

（休憩 午後 １時２０分） 
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（再開 午後 １時４１分） 

○南委員長  休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 ６日間にわたる慎重なる審査をありがとうございました。 

 当行政常任委員会に付託になっております条例改正９件と予算１０件、指定管理

等ほか計２１件の委員会における採否の決定を行いたいと思います。 

 そのまま採決へ入ってもよろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、採決に入らせていただきます。 

 まず最初に、議案第３号、尾鷲市個人情報保護条例の一部改正について、原案に

賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 次に、議案第４号、職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について、原案に

賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員。 

 次に、議案第５号、尾鷲市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員。 

 議案第６号、職員の給与に関する条例の一部改正について、原案に賛成の委員の

挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員。 

 議案第７号、尾鷲市保育所条例の一部改正について、原案に賛成の委員の挙手を

求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員。 

 次に、議案第８号、尾鷲市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料

に関する条例の一部改正について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 
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○南委員長  挙手全員であります。 

 続きまして、議案第９号、尾鷲市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部

改正について、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 次に、議案第１０号、尾鷲市消防団条例の一部改正について、賛成の委員の挙手

を求めます。 

（挙 手 多 数） 

○南委員長  挙手多数。議案第１０号は多数でございます。 

 議案第１１号、尾鷲市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について、原案に

賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 ここで、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決について、先ほど

昼休み中に中村レイ委員から、議案第１２号の議決に対する修正案が提出をされま

した。 

 よって、ここで、会議規則第１００条の規定により、中村レイ委員より修正案の

説明を願う前に、事務局、タブレットのほうへ。入っていますか。 

 ちょっと待って。よろしいですか。 

 それでは、修正案の提出者であります中村レイ委員より、修正案の説明をお願い

いたします。 

○中村委員  それでは、修正案の提出説明をさせていただきます。 

 別紙を御覧ください。 

 令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決のうち、第１条中、歳入歳出９７億６,２

４４万５,０００円から総額１,２９７万円を減額し、９７億４,９４９万５,０００

円に改めるものであります。 

 まず、歳入については、第１４款国庫支出金、第２項国庫補助金を１億２,６６

０万１,０００円から２０７万７,０００円減額し１億２,４５８万４,０００円に、

第１５款県支出金、第２項県補助金を１億６,７５５万４,０００円から３００万減

額し１億６,４５５万４,０００円に、第１８款繰入金、第１項基金繰入金を４億７,

７５０万２,０００円から５８７万３,０００円減額し４億７,１６２万９,０００円

に、第２０款諸収入、第５項雑入を１億３,５９９万８,０００円から２００万円減



－３９－ 

額し１億３,３９９万８,０００円に、歳出の第２款総務費、第１項総務管理費を１

２億６,７７６万３,０００円から６００万円減額し１２万６,１７６万３,０００円

に、第９款教育費、第６項保健体育費を４,７０８万２,０００円から６９５万円減

額し４,０１３万２,０００円にするものであります。 

 続けて説明に入っていいですか。 

 修正内容の説明ですけれども、おわせＳＥＡモデル協議会負担金につきましては、

中部電力跡地を活用し尾鷲市の新たな拠点とすべく、中部電力、尾鷲商工会議所と

ともに事業推進しておりますが、３年半がたっても具体的な収益事業につながる成

果が見えません。私としては、市民の皆様の税金をこのまま使わせていただくこと

は忍びなく、海洋深層水事業のごとく負の遺産となりかねず、これ以上市民負担を

増加させたくありません。 

 したがって、令和４年度一般会計予算から削除いたしたく、修正をさせていただ

きます。 

 続いて、体育文化会館耐震診断事業に関しまして、私は尾鷲体育文化会館の在り

方について、立地適正化計画に基づき根本から再考すべきではないかと思います。

以前、他の議員も言われていたとおり、尾鷲体育文化会館を解体し、例えば津波災

害の避難所を兼ねた雨天用の子供の遊び空間や、上層部を高齢者住宅として活用で

きる場所として、民間資金の活用も検討すべきではないかと考えます。また、本来

の体育館の機能を持った施設は、旧尾鷲工業高校体育館を時間差利用することや、

あるいは広域で小原野地区において体育施設を新たに建設するなど、津波被害を想

定し、今までとは違う人口減に適した抜本的な見直しを図るべきだと思慮します。 

 以上の理由により修正案を提出した次第でございますので、御賛同賜りますよう

お願い申し上げ、提案説明とさせていただきます。よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

○南委員長  ただいま趣旨説明と予算の修正説明が中村レイ委員より提出されま

した。 

 今回の修正案はおわせＳＥＡモデル事業６００万円と、市体育文化会館の６９５

万円の計１,２９５万円の減額修正でございます。 

 それでは、ただいま説明をしていただきました修正案に対する質疑に入ります。 

○濵中委員  体育館の耐震診断の減額ということですけれども、まず、そもそも

公共施設の形を変えるなりということ、計画を立てるなりということに関しまして

は、現状がどうなっているかの判断がなければ触れないということをまず理解され
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てのことなのか。今、説明の中に解体という言葉もありましたけれども、この診断

を経てからでなくては解体に対する財源の調達も違ってくると思うんですけれども、

その辺りは御理解されての減額なのかどうかをお聞きしたいと思います。 

○中村委員  私の提案理由どおり、もともと尾鷲市には立地適正化計画というの

が存在していないので、そこで建物の今の量、質、それをまず検討するべきだと思

います。そして、耐震診断をしなければならない古い建物を、耐震診断の費用をか

けて継続させるのか、もしくは人口減による広域でその箱物を建てるのかの議論を

まず始めるべきであって、何でもかんでも耐震診断をする必要はないと考えます。 

○濵中委員  ここの体育館をどうするかというのは本当に何年もかけてのここで

の議論があって、それで、次の一歩を踏み出すために今どういう状態かということ

がやっとついたと思っておるところなんです。立地適正化計画そのものが今ない状

態で、じゃ、それができるまでこれを、利用者の方の利便性も考えずにこのまま放

置するのかということは、本当に何年も要望いただいたりなんかしておる、その市

民の方たちへの説明はどうなるのかなというふうにも考えております。解体するに

してもどうするのか、集約するのか、何にしても必ずこの診断は要ると思うんです

けれども、その辺りはいかがなんでしょうか。 

○中村委員  立地適正化が検討されなかったのは、今までの議会としてそれをす

るべきであったと私は思います。そして、その後、今この結果が出ているならばそ

れをされたらいいと思いますが、立地適正化について、本当に真剣にここで議論さ

れたとは決して思えませんので、今すぐにこの予算をかける必要はないと私は思い

ます。 

○小川委員  ＳＥＡモデルのほうでお聞きしたいんですけれども、６００万減額

ということで、ＳＥＡモデルを否定されるのはよく分かるんですけれども、県の補

助金が３００万ついておりますよね。これは県の予算書にも計上されているようで

ございまして、これをもし削った場合に、県との関係性というのは、中村委員はど

のように考えておられるでしょうか。 

○中村委員  県が３００万出してくれるからって、それは県税であり、みんなの

税金なんですよ。そして、今まで３年半にわたって収益に関わる成果が全くない状

況において、尾鷲市の持ち出しはたった１００万ですけれども、たった１００万も

１０個集まれば１,０００万なんですよ。そして、そのたった１００万やからかけ

てもいいやろうじゃなくて、今まで３年半の間に、たとえこれは１００万ずつ３０

０万の事業にしろ、３年で約１,０００万の事業が行われているわけですよ。その
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中で、何かこの前、執行部からの回答で、サウナができたっておっしゃいましたけ

れども、そのような予算は今回別の予算でついていますよね。それとか、新規に立

ち上げるスタートアップ事業とかで十分やれるような事業なんですよ。ＳＥＡモデ

ル事業について１,０００万、今から、これ、６００万、３年、これをかけて、収

益としての、この前市長が収益は考えていないとおっしゃいましたけれども、ＳＥ

Ａモデル事業がもし収益事業であるならば、３年半かけて全く成果のないことをあ

と３年し続けて、それで成果が出るとは思えませんので、この予算を削りに行きた

いと思います。 

○小川委員  私が聞きたかったことは、県が補助金つけているのを決定してしま

って、今後の県との関係性、それをどういうふうに考えているかということを聞き

たかったものですから。 

○中村委員  県との関係性が悪くなるとは思いません。なぜかというと、県もこ

の予算を３００万出さないことによって、違うところにきっと予算が回っていける

と思うんです、もっと生産性のあるところに。尾鷲市との関係性がそれで悪くなる

ようなことは、行政体としてないと思います。 

○濵中委員  ＳＥＡモデル協議会の中で決めていることは、跡地をどう利用する

かということやと思うんですね。そこに行政体が関わらないことは、以前にも言わ

せてもらっておりますけれども、あそこへの防災という考え方が、民間事業の中で

採算を優先したときに、果たしてそういった安全性というものに最優先で取り組ん

でいただけるのかどうか、そういった辺りのほうが心配しておりますので、あくま

でもあそこの跡地利用ということに関しては、市であり、県であり、国でありとい

う行政体が関わっていくべきだと思っておりますので、これに関しては、やはり行

政としての関わりを求める以上、ＳＥＡモデル協議会の中に市として参加するのは

大事だと思うんですけれども、そういった辺り、防災面での機能を民間事業者だけ

に任せるという辺りはどういった説明をされるのか、お聞きしたいと思います。 

○中村委員  中部電力が今実施しておられるように、民間企業は自分の大事な資

産を災害に対して最大限の安全性を担保しておられます。そして、今言われた行政

が関わるのは確認申請であり、使用許可であり、しっかり関わっていけます。その

中に入っていかなければ、それが許可が下りないなどということはありませんし、

民間に対して災害に対する安全性が担保できないというのは非常に民間に失礼な言

い方です。 

○村田委員  まず、ＳＥＡモデルでなくて、体育館の耐震診断についてお尋ねを
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したいと思うんですけれども、基本的に私と中村委員との考え方の相違があるんか

なという感じがしておりますけれども、我々議会がこういった立地適正計画、これ

について議論をしてないというようなことを言われましたけれども、我々、決して

このことをおろそかにしておるわけではありません。耐震診断計画というものが出

てきて、そして、公共施設の一々順位をつけて議論をする際に、まず、この尾鷲庁

舎を耐震化するのか、どうなんだということで耐震化の診断をしてもらいました。

その結果、耐震化をやったということになりますけれども、その際に私が申し上げ

たことは、この庁舎を耐震したりするのであれば、それで、もし耐震して駄目であ

るのならば、私は、工業高校の今の校舎のところに尾鷲の市庁舎も持っていって、

それで、体育館もまだ新しいものがありますからそこで使ったらどうかと。その後

に述べたことは、そっちに持っていく限りは、この尾鷲市の用地が不要になるわけ

ですから、そこのところにいろんな福祉施設とかそういったものを持ってくる、あ

るいは民間に売却をしたらどうかという提案はしましたけれども、その後、尾鷲市

の耐震の診断を受けた結果、耐震工事で行けるんだということになって、今耐震が

もう終わっておりますね。この状況になって、今体育館をあちらに持っていくとか、

これを潰していろんな福祉施設を持ってくるという考えには私は今至っておりませ

ん。その辺が考えが違うのかなと思いますけれども。これは体育館だけ持っていく

とか、体育館だけ潰すとかいうんじゃなくて、その問題については、行政の位置を

どこへ持っていくのかという根本的な問題から議論をしなければいけない。その根

本的な議論をした後で、この庁舎が耐震化でやっていくんだという我々は決定をし

て、そして今に至っておるわけでありますから、庁舎だけでなく、様々な公共の施

設についても検討しておりますので、何も立地的整備計画このものについては、ま

さにこの字のとおりには私らは審議はしておりませんけれども、しかし、立地的整

備計画も含めた検討というのはしておりますので、そこのところは少し私の見解と

違うと思いますので申し上げておきたい。 

 それで、先ほど濵中さんが言われたように、じゃ、今この体育館をどうするんだ

と。潰していくのか、あるいは耐震で持っていくのかということは、これはやっぱ

り診断をしなければ結果が出ないということでありますから、これはやむを得ない

なと思っております。我々議員としては様々な形で、執行部にも議論をしたり、そ

れから提案をさせていただいております。しかし、執行するのはやっぱり執行部で

すから、市長ですから、議会はそれについて審判を下す、いわゆる議決をするかと

いう問題でありますので、そこまで踏み込んで、いかに二元代表制とはいえ、その
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執行権侵害のところまでは踏み込んでいけない、こういうことがありますので、そ

の辺の立場というのも御理解をいただきたいなと思います。ですから、この体育館

の診断の予算については、私は認めていきたいと思います。 

 それからもう一つ、ＳＥＡモデルの問題でありますけれども、このＳＥＡモデル

の問題につきましても、火力、中部電力が撤退をするといったそのときから、中部

電力と尾鷲市と商工会議所と、そして県がオブザーバーとなって、いわゆるＳＥＡ

モデル協議会でいろんなことを議論しておるわけであります。その結果、今のよう

なＳＥＡモデルの、大分スピードは遅れておりますけれども、こういう形になりつ

つある。その中で、やっぱり私はこのＳＥＡモデルの予算を今さら削るということ

については、これはどうかなと私は思っております。県のほうも、もちろん県が補

助金を出すということになれば、尾鷲市の状況、それから尾鷲市の計画、それから

尾鷲市の将来を見据えた上で議論をし、そして、県が初めて認めてこの助成金を出

してくれる、補助を出してくれるわけですから、今さらこれは駄目なんですよとい

うわけにはいかないだろうと、私はこう思っておりますので、この今の中村委員の

修正案については残念ながら同意をいたしかねる、こう思います。 

○中村委員  村田議員と一緒のときに議会で話ができたら、きっとそのときに私

たちは、この庁舎の耐震もひっくるめて上に持っていっていけたのに、非常に残念

やなと思います。だって、本当に今すごく体調の悪い方も、議員の中で、私らもひ

っくるめてなんですけれども、ここにエレベーターもつけられへんような耐震、す

ごいお金をかけたけど、使い勝手の悪いまんまのものができてしまったということ

についても、私がすごく今懸念しているのは、体育館も非常に昔に建てられていて、

直しても非常に使い勝手が悪いんですよ。でね、そのときに、建物というのはお金

さえかけたら、何百年前の建物でも修復して使えるんですよ。でも、使い勝手が悪

いんです。だから、何でもかんでもスクラップビルドをする必要はないと思うんで

すけれども、今村田委員が言っていただいた、本当に残念やったなと思うのは、そ

のとき庁舎を工業に持っていって、ここに違う福祉施設ができていたらもっとよか

ったと思うんですけれども、ただ、今私たちがこの場所で、この庁舎で、この使い

勝手が悪いのに、７億近いお金をかけて直して、また体育館を何億もかけて直して

使い勝手が悪い。人口は減る。使い勝手は悪い。そして借金は残る。人口は減って

いって、どんどん１人当たりの負担が大きくなる。国は現金を刷れますけれども、

地方自治体は現金が刷れないんですよ。ということは、借金というのは返していか

なあかんわけですよ。人口はどんどん減っていきます。そやから、今広域で広域で
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と何でもやろうとしているじゃないですか。箱物も一緒やと思うんですよ。 

 それから、県との関係が悪くなるとか、たったこれだけのお金やから。ただ、１

００万円のお金を、私らは自分のお金を１００万円出すんやったらええと思うんや

けど、税金を１００万出すというところにもっとシビアになっていったほうがいい

んじゃないかと思って、今回やっぱり私はこれについての予算の減額を出したいと

思います。どうかよろしくお願いします。 

○仲委員  おわせＳＥＡモデルの協議会負担金６００万について修正案というこ

とで、これについて話をしますと、このおわせＳＥＡモデル協議会については、２

０１８年８月２４日に規約が制定されております。その後、会が発足したと思うん

ですけど、その目的は、尾鷲三田火力発電所用地の効果的な活用による地域産業の

振興と雇用促進等に寄与していくことを主眼に置いて、会員の総合力により循環型

社会構築に向けてエネルギーの地産地消による先進的なバイオマス利活用施設及び

周辺環境の整備に資すると。それで、活動は、尾鷲三田火力発電所用地活用計画の

検討と施策の決定、企業誘致及び誘致企業に対する調整指導等が含まれています。

会員が、御存じのように、尾鷲市、中部電力、商工会議所と。オブザーバーが三重

県と三重大学ということで、既に２０１８年８月２４日に制定されて、この協議会

が設立されて動いておるんですね。今の時点ではこれは解消されておりません。そ

のための負担金で、これが進捗している中で負担金を出す責務が僕はあると思うん

ですわ。解消されてもいないのに予算を削減するということはあり得ません。 

 それに、ＳＥＡモデルの関係で言えば、一方ではスポーツ振興ゾーンの中では、

予算も多目的スポーツフィールド整備基本計画策定の委託料をもって、今もうじき

できるという中で、もう一方では都市計画審議会へも諮りまして県の許可が出てお

る段階で、今なぜこの負担金を削除する必要があるか。この規約の、活動の中で企

業誘致と含まれているけど、こういうこともしなくてもいいと。とにかく三田火力

の活用計画の検討もしなくてもいいというふうに提案者である中村委員は思われて

おるのですか。 

○中村委員  ３年半たって、その中で市長は、ＳＥＡモデルは水泡に帰したと言

われているんですよ、１回。発言されているんですよ。言っています。普通の企業

で、何かのこういうプロジェクトを立てて３年半実績がないところに、いつまでも

いつまでも動かしているほうがおかしいんですよ。ほんで、それについて、ちゃん

と今後どういうふうに進めていくか、全く今までの成果品が一個もないじゃないで

すか。成果品はサウナですよね。それから、何回も言いますけど、サウナの成果品
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はこのＳＥＡモデルでやるべき事業ではないじゃないですか。だから、ここでもう

一回、ＳＥＡモデル事業について、今、仲委員がおっしゃられた、企業誘致をしな

くていいなんて言っていないですよ。企業は来ていただいて結構です。ただ、この

３年半の間に企業とどういうふうに接触して、話が流れるから言えない、言えない、

言えない。だって、この前も市長、おっしゃっていましたよね、全然けえへんかっ

たみたいな。それの結果報告でさえ、何も出されていないじゃないですか。結果報

告で、ここの企業とは駄目になりましたぐらいの報告があれば、まだ、すごい企業

誘致を頑張ってみえるんやなというのは分かるけれども、そういう話も全くなく、

３年半の間に、一番最初に、これ、中部電力が出してきたポンチ絵というんですけ

れども、描かれたものがまず出てきて、それが、浸水域やからという理由で逃げて

いったごみの代わりに、あそこに野球場持ってくるといって初めてホームページが

変わりましたよね、あそこに野球場を持ってくると言って。そんな協議会の成果品

の中で、今からここに、大方１,８００万ぐらいのお金を投入して、一旦、それや

ったらもう一回違う形でつくられたらどうですか。どこの企業が、３年半プロジェ

クトがあって、何の成果品もないのに、また次３年、そのままで続けますというよ

うなプロジェクトはないと思うんですけれども。 

○仲委員  先ほどの市長の発言の中で、水泡に帰すと言ったのは僕は記憶がない

んですけど、もしそれが事実であれば、水泡に帰したからもうやめたという意味で

取ったらば、この協議会は現存してないと思うんですわ。どういうことでそれを中

村委員が発言されたかよく分かりませんけど、私はそう思います。それで、あるい

は期限を切っているわけではないんですね。３年半かかろうが４年かかろうが、企

業誘致はずっと続けていくものでありますから、これを中電も含めて商工会議所と

ともに協議をしていくと。何が悪いんですか。それで改めてつくってどうするんで

すか、今進捗しているのに。そういう考え方では、私は納得はいたしません。 

○西川委員  言いたいことをほとんど中村委員さんに言われたんですけど、企業

誘致、それは来てくれたら大変ありがたいですけど、僕の一般質問に対して市長は、

けんもほろろに断られましたという言葉を使っていましたよね。じゃ、これからこ

れを続けて、果たしてあそこに企業が来ると思いますか。僕は絶対来ないと思いま

すよ。けんもほろろだったら。 

○南委員長  今回、中村委員さんの修正に対しての質疑ということで時間を取っ

ていますので、もし討論があるのであれば討論でしていただいたら結構ですので。 

 ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ここで質疑は終結をさせていただきます。 

 先ほど西川委員さんに言われたように、もしこれに対しての意見のある方は討論

の場を設けたいと思いますので、もしあるのであれば御発言を願ったらと思います。 

 討論はよろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、討論がないということでございますので、先ほど中村委

員さんから提出されました修正案、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算

の議決についての修正案の採決を取りたいと思います。 

 本修正案に賛成の方は挙手願います。 

（挙 手） 

○南委員長  可否同数であります。よって、委員会条例第１７条の規定により、

本修正案につきましては委員長は否決すべきものと採決をいたします。 

 したがいまして、次に原案について採決をいたします。 

 それでは、議案第１２号、令和４年度尾鷲市一般会計予算の議決について、原案

のとおりに決することに賛成の方は挙手願います。 

（挙 手） 

○南委員長  可否同数であります。よって、委員会条例１７条の規定により、原

案は委員長裁決により可決すべきものと採決をいたします。 

 続きまして、議案第１３号、令和４年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計予算の

議決について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員。 

 次に、議案第１４号、令和４年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計予算の議決

について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 次に、議案第１５号、令和４年度尾鷲市病院事業会計予算の議決について、原案

に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 次に、議案第１６号、令和４年度尾鷲市水道事業会計予算の議決について、原案



－４７－ 

に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第１７号、令和３年度尾鷲市一般会計予算（第１６号）の議決について、原

案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第１８号、令和３年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

の議決について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第１９号、令和３年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

の議決について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第２０号、令和３年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の議決につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  全員であります。 

 議案第２１号、令和３年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第２号）の議決につい

て、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。 

 議案第２２号、尾鷲市コミュニティバスの指定管理者の指定について、原案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  全員であります。 

 最後に、議案第２３号、尾鷲市道路線の認定について、原案に賛成の委員の挙手

を求めます。 

（挙 手 全 員） 

○南委員長  挙手全員であります。よって、当委員会に付託となりました計２１

議案は、全て委員会で可決すべきものと決しました。 



－４８－ 

 長時間にわたりありがとうございました。 

 なお１点、報告事項があります。 

 この３月２４日に当委員会を予定しておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。４日、本会議の明くる日です。 

 それでは、これにて委員会を散会いたします。ありがとうございました。 

 再開いたします。 

 委員長報告のほうなんですけれども、この際ですので、特に報告してほしいこと

がありましたら、今分かっている範囲でも、今日のやり取りのことはまとめて僕は

報告させてもらいますんですけれども、修正案についての。 

 一任でよろしいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、一任されたということで、よろしくお願いいたします。 

 これにて散会いたします。ありがとうございました。 

（午後 ２時２１分 閉会） 


